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Figure2Locationsof8interneuronsand3mechanosensoryneuronslbrtouch-induced
backwardmovement(a)andasimplifiedschematicrepresentationofthetouchcilCuitrywith
synapticrelationships(b)．ThealTowsanddottedlinesrepresentchemicalsynapsesandgap
junctions,respectivelyThediagIamsaremodified症omChalfieetaL,(1985)andWickset
al,(1996)．
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ｅｘｃｅｐｔｏ正ａｎユｍａエｓａｂユatedthe
bilateralZhVDinterneurons（ZAVDLR）（Ｆｉｇ．３）．Mimals1ackin9AVDLR
mterneuronｓ（AVDLR）werehabituatedmorerapﾕdlythanintact
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学位論文審査結果の要旨
神経高次機能，特に学習に伴う記’億獲得機構解明は生命科学で最重要課題の一つである。本研究ではセン
チュウＣｅ化gH"sを用い非連合学習の一種である慣れ学習に働く神経回路網と寄与する遺伝子について調べ
た。
Ｅｅ化gmIsに弱い機械的刺激を与えると後退反応をする。くりかえし与えるとやがて反応しなくなる'慣れ
現象が観察される。本研究ではまずこの学習行動の解析系を確立した。確立された解析系を用いタッチ刺激
を与えた際の慣れ現象に働く神経について調べた。タッチ刺激に働く神経回路網は５感覚ニューロンと８介
在ニューロンから構成されている。これらのニューロンをレーザー顕微破壊で焼却しても学習行動に影響し
なかった。しかし，AVDL，ＡＶＤＲ介在ニューロンあるいはAVM，ALMR感覚ニューロンを同時に破壊すると慣れ
行動に変化が生じた。このことは本'慣れ学習にはタッチ回路網全体が必要ではなく特定神経回路が重要な働
きをしていることを示している。
本研究では次いで本`慣れ学習に働く遺伝子について調べた。そのため，学習させたＣＬｅ化餌"ｓからｍＲＮＡ
を単離し，cDNAmicroarrayを用いハイブリダイゼーションし，学習させない‘ｅだ〃"ｓからのｍＲＮＡとの
比較から発現が変化する遺伝子同定を行った。その結果２４８遺伝子を同定した。これらの遺伝子群から特に
神経系での発現に違いが観察された８遺伝子の本学習への寄与をＲＮＡｉ法で研究した。
以上により，本研究は学習に働く特定神経細胞を明らかにしたばかりでなく遺伝学的手法で記`億獲得機構
解明の道を拓いた。よって本論文は博士（理学）論文に値すると判定された。
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